
１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

件 件 件 件

備考

105
単位

106
単位

111
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 193.82 429,317 166.01 433,060 189.01 435,121 160.59 438,968

105
単位

106
単位

111
単位

件 件 件成
果
実
績

指
標
名

国・県・市指定重要文化財の件
数

目
標

101
単位

件

実
績

101
単位

0 0

0 0 0

243 243 243 243

2,712 -4,761 3,668 -2,108

0

2,955 -4,518 3,911 -1,865

44,008 40,176

②会計年度任用職員の報酬等 2,696 5,393 6,291 6,697

①常時勤務職員等の給与等 50,812 44,520

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 55,830 51,854 52,777 48,494

事業費（支出済額） 24,425 24,557 25,553 23,865

償還金利子 0 0 0

2,322 1,941 2,478 1,621

令和3年度

支
出

83,210 71,893 82,241 70,494

80,255 76,411 78,330 72,359

一般財源 18,697　千円

会計年度任用職員(配置数) 2.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

需用費 1,671　千円 文化財説明板修理ほか

23,865 委託料 18,218　千円 埋蔵文化財確認調査等作業業務委託

千円 県支出金 1,292　千円 合計 5.18人工
その他 （　　　　　　　　　　　） ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 4.68人工
23,865 国庫支出金 3,876　千円 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.50人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

報償費

根拠法令等 法律等 文化財保護法・文化芸術振興基本法・地方教育行政の組織及び運営に関する法律

事業実施内容

・文化財の調査、研究等を進めるため、文化財保護委員会を5回、文化財保護推進員会議を2回開催した。
・市指定文化財の保存、管理を図るため、市指定文化財の所有者等に市指定文化財保存管理奨励交付金83件を交付
した。また、市指定文化財「木造蓮華座」の修理に、市指定文化財等修理等補助金を交付した。
・文化財調査報告書第57集の刊行や地名講演会の開催（2回）など、文化財の普及、活用事業を実施した。
・法令に基づく埋蔵文化財の確認調査等65件（うち発掘4件）や、埋蔵文化財発掘調査資料の整理等を行った。

千円 負担金補助及び交付金 2,298　千円 市指定文化財保存管理奨励交付金
その他 578　千円 報酬・旅費・役務費・使用料及び賃借料

1,100　千円 文化財保護推進員謝礼ほか

昭和 35 年度 終了（予定）年度

目 01 細目 005 説明 01会計 01 款 11 項 06

事務事業名 文化財保護費 担
当
課

部課名 生涯学習部郷土歴史課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 1

対象 １．個人 市民 438,968 人

未定 年度 事業の性質 義務的自治事務

事業概要

文化財の調査や研究、保存・管理に係る支援及び普及・活用事業を実施した。また、埋蔵文化財の調査や資料整理を
実施した。

課等の長 菊地　誠 電話 5313

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

1 - 2

部名 生涯学習部 氏名 板垣　朋彦 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

人 人 人 人

備考
令和元年度については、所有者変更の影響で公開ができなかった。令和2年度、3年度について
は、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として事前申込制とした。

0
単位

159
単位

207
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 18.60 429,317 9.52 433,060 7.06 435,121 21.16 438,968

0
単位

750
単位

750
単位

人 人 人成
果
実
績

指
標
名

旧三觜八郎右衛門家住宅来場
者数

目
標

1,500
単位

人

実
績

1,627
単位

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

-37 33 -303 302

0

-37 33 -303 302

2,263 3,083

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 0 0

①常時勤務職員等の給与等 3,284 3,319

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 3,444 3,521 2,398 3,229

事業費（支出済額） 4,578 570 979 5,757

償還金利子 0 0 0

160 202 135 146

令和3年度

支
出

7,985 4,124 3,074 9,288

8,022 4,091 3,377 8,986

一般財源 5,757　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

役務費 127　千円 桔梗屋廃棄物処理手数料

5,757 委託料 4,814　千円 桔梗屋関係民具等整理業務委託

千円 県支出金 合計 0.37人工
その他 （　　　　　　　　　　　） ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 0.37人工
5,757 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

報償費

根拠法令等 法律等 文化財保護法・文化芸術振興基本法・地方教育行政の組織及び運営に関する法律

事業実施内容

・国登録有形文化財「旧三觜八郎右衛門家住宅」について、年間51日間、地域団体と協働して市民に公開した。
・国登録有形文化財「桔梗屋」について、建物内に残された民具類の調査を実施した。
・市指定文化財「龍口寺五重塔」について、調査を実施した。

千円 使用料及び賃借料 406　千円 旧三觜八郎右衛門住宅の土地・建物の賃借
その他 170　千円 消耗品費、負担金

240　千円 龍口寺五重塔調査謝礼

平成 23 年度 終了（予定）年度

目 01 細目 005 説明 03会計 01 款 11 項 06

事務事業名 歴史的建造物維持活用費 担
当
課

部課名 生涯学習部郷土歴史課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 3

対象 １．個人 市民 438,968 人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

歴史的建造物の公開、活用を通じて市民の郷土愛を育むため、歴史的建造物の公開、活用に向けた調査等を行った。

課等の長 菊地　誠 電話 5313

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

3 - 2

部名 生涯学習部 氏名 板垣　朋彦 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　一部見直し

今
後
の

方
針

旧三觜八郎右衛門家住宅は、宅地開発により令和4年度に取り壊されることになっているが、その他の歴史的建造物の
公開・活用を目指して、調査や公開に向けた準備を進める。

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

人 人 人 人

備考

35,494
単位

16,100
単位

20,183
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 113.49 429,317 94.90 433,060 88.89 435,121 84.31 438,968

26,000
単位

26,000
単位

26,000
単位

人 人 人成
果
実
績

指
標
名

ふじさわ宿交流館の来館者数

目
標

26,000
単位

人

実
績

30,022
単位

0 0 0

0 0 0 0

5,894 5,894 1,889 1,889

3,012 -1,139 179 1

0

8,906 4,755 2,068 1,890

5,837 5,773

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 0 0

①常時勤務職員等の給与等 9,167 6,025

③退職金相当額

85

人件費合計（①＋②＋③） 9,636 6,383 6,205 6,057

事業費（支出済額） 30,068 29,858 30,313 28,978

償還金利子 112 103 94

469 358 368 284

令和3年度

支
出

48,722 41,099 38,680 37,011

39,816 36,344 36,612 35,121

一般財源 28,941　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

委託料 28,596　千円 ふじさわ宿交流館指定管理料、警備委託料

28,978 使用料及び賃借料 275　千円 パソコン機器等賃借料、ビジネスホン賃借料

千円 県支出金 合計 0.68人工
その他 （使用料） 37　千円 ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 0.68人工
28,978 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

需用費

根拠法令等 条例（市） ふじさわ宿交流館条例、ふじさわ宿交流館条例施行規則

事業実施内容

ふじさわ宿交流館の運営管理及びふじさわ宿交流館指定管理者である（公社）藤沢市観光協会による事業の実施。

千円

107　千円 消耗品

平成 25 年度 終了（予定）年度

目 01 細目 006 説明 01会計 01 款 11 項 06

事務事業名 ふじさわ宿交流館運営管理費 担
当
課

部課名 生涯学習部郷土歴史課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 4

対象 １．個人 市民 438,968 人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

旧東海道藤沢宿周辺地区において、歴史的まちづくりの拠点施設であるふじさわ宿交流館の管理・運営を行い、市民
が郷土愛を育み、郷土の歴史・文化に触れる機会の拡充を図った。

課等の長 菊地　誠 電話 6731

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

4 - 2

部名 生涯学習部 氏名 板垣　朋彦 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

人 人 人 人

備考

28,204
単位

5,095
単位

14,532
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 208.55 429,317 175.14 433,060 191.96 435,121 183.99 438,968

21,000
単位

21,500
単位

21,500
単位

人 人 人成
果
実
績

指
標
名

藤澤浮世絵館の来館者数

目
標

20,500
単位

人

実
績

24,783
単位

0 0 0

0 0 0 0

1,687 1,265 949 712

5,904 -1,796 1,624 2

0

7,591 -531 2,573 714

16,310 16,131

②会計年度任用職員の報酬等 8,630 8,813 16,767 20,365

①常時勤務職員等の給与等 20,476 15,650

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 30,026 25,249 34,105 37,290

事業費（支出済額） 51,915 51,130 46,849 42,761

償還金利子 0 0 0

920 786 1,028 794

令和3年度

支
出

89,532 75,848 83,527 80,765

81,941 76,379 80,954 80,051

一般財源 39,494　千円

会計年度任用職員(配置数) 7.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

役務費 2,207　千円 展示等翻訳料ほか

42,761 使用料及び賃借料 27,200　千円 ココテラス湘南7階賃借料ほか

千円 県支出金 合計 1.90人工

その他
（浮世絵館関連グッズ売上
収入・文化振興基金繰入） 3,267　千円 ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 1.90人工
42,761 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

需用費

根拠法令等 条例（市） 藤沢市藤澤浮世絵館条例、藤沢市藤澤浮世絵館条例施行規則

事業実施内容

藤澤浮世絵館における事業の実施展示会6回、来館者数14,532人、藤澤浮世絵館運営委員会の実施2回

千円 負担金補助及び交付金 7,074　千円 ココテラス湘南7階共益費・光熱費
その他 2,254　千円 報酬、報償費、旅費、役務費、備品購入費

4,026　千円 消耗品、展示案内チラシほか

平成 25 年度 終了（予定）年度

目 01 細目 006 説明 02会計 01 款 11 項 06

事務事業名 藤澤浮世絵館運営管理費 担
当
課

部課名 生涯学習部郷土歴史課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 5

対象 １．個人 市民 438,968 人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

本市が所蔵する浮世絵を中心に、藤沢市の歴史資料等の展示公開を目的とした藤澤浮世絵館の管理・運営を行い、
展示及び事業を展開し、市民が郷土愛を育み、郷土の歴史・文化に触れる機会の拡充を図った。

課等の長 菊地　誠 電話 6420

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

5 - 2

部名 生涯学習部 氏名 板垣　朋彦 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

人 人 人 人

備考

62,905
単位

22,049
単位

23,842
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 39.13 429,317 62.70 433,060 65.06 435,121 48.70 438,968

18,500
単位

18,500
単位

18,500
単位

人 人 人成
果
実
績

指
標
名

市民ギャラリー等における展示
会入場者数・歴史講座等参加者
数、小学生のための郷土資料講

座参加者数

目
標

18,500
単位

人

実
績

16,439
単位

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

-3,724 1,312 1,350 -3,016

0

-3,724 1,312 1,350 -3,016

21,915 18,708

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 1,395 2,324

①常時勤務職員等の給与等 15,407 21,841

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 16,134 22,985 24,625 21,629

事業費（支出済額） 4,388 2,858 2,333 2,766

償還金利子 0 0 0

727 1,144 1,315 598

令和3年度

支
出

16,798 27,155 28,308 21,379

20,522 25,843 26,958 24,395

一般財源 2,646　千円

会計年度任用職員(配置数) 1.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

需用費 434　千円 消耗品、講座資料印刷費ほか

2,766 役務費 295　千円 設置作業・撤去料ほか

千円 県支出金 合計 2.61人工
その他 （歴史資料関連グッズ売上） 120　千円 ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 2.61人工
2,766 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

報償費

根拠法令等 法律等 文化財保護法・博物館法

事業実施内容

・歴史資料展示公開事業として、市民ギャラリーでの資料紹介展・企画展を開催した。（入場者数22,270人）
・学習支援・情報提供事業として地域の要望に合わせた講座や、学校へ出向いて学習指導要領に合わせた授業を実
施した。（延べ9校778人）
・「電子博物館みゆネットふじさわ」による藤沢の郷土資料等の情報提供をした。（ページビュー89,903回）

千円 委託料 1,607　千円 ホームページの改修・運営管理
使用料及び賃借料 330　千円 ホームページのサーバ等使用料

100　千円 展示協力謝礼ほか

昭和 62 年度 終了（予定）年度

目 01 細目 007 説明 01会計 01 款 11 項 06

事務事業名 歴史資料公開活用費 担
当
課

部課名 生涯学習部郷土歴史課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 6

対象 １．個人 市民 438,968 人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

藤沢の歴史に関する調査研究の成果や収集資料を展示公開するとともに、講座・刊行物・ホームページ等により、歴史
に関する学習機会の確保や情報提供を行った。

課等の長 菊地　誠 電話 6420

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

6 - 2

部名 生涯学習部 氏名 板垣　朋彦 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

件 件 件 件

備考

64,966
単位

65,034
単位

67,346
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 37.25 429,317 41.53 433,060 35.62 435,121 33.41 438,968

64,966
単位

65,034
単位

67,346
単位

件 件 件成
果
実
績

指
標
名

収集資料件数の合計

目
標

64,952
単位

件

実
績

64,952
単位

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

-126 494 387 1

0

-126 494 387 1

12,533 12,396

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 0 0

①常時勤務職員等の給与等 11,896 12,932

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 12,445 13,700 13,323 13,006

事業費（支出済額） 3,671 3,789 1,789 1,661

償還金利子 0 0 0

549 768 790 610

令和3年度

支
出

15,990 17,983 15,499 14,668

16,116 17,489 15,112 14,667

一般財源 1,644　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

需用費 452　千円 考古、民俗資料収納箱等

1,661 役務費 322　千円 動産保険料

千円 県支出金 合計 1.46人工
その他 （　　　　雑入　　　　　　　） 17　千円 ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 1.46人工
1,661 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

報償費

根拠法令等 法律等 文化財保護法・博物館法

事業実施内容

・考古、民俗、歴史、その他分野の調査・研究
・収集資料の整理、保管及び基礎資料の作成

千円 使用料及び賃借料 175　千円 複写機リース代
その他 62　千円 旅費・負担金

650　千円 考古、民俗資料整理等謝礼

昭和 62 年度 終了（予定）年度

目 01 細目 008 説明 01会計 01 款 11 項 06

事務事業名 歴史資料関係事務費 担
当
課

部課名 生涯学習部郷土歴史課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 7

対象 １．個人 市民 438,968 人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

考古、民俗、歴史、その他の資料の充実を図るとともに、資料の公開活用に向けた整理を図るため、藤沢の歴史に関
する調査研究、資料収集、整理並びに保管を進めた。

課等の長 菊地　誠 電話 5313

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

7 - 2

部名 生涯学習部 氏名 板垣　朋彦 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

上記指標名の設定ができない理由 保管施設の維持管理を業務内容としていることから、指標の設定ができない。

-
単位

-
単位

-
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 59.99 429,317 65.61 433,060 67.06 435,121 61.42 438,968

-
単位

-
単位

-
単位

成
果
実
績

指
標
名

-

目
標

-
単位

実
績

-
単位

0 0 0

0 0 0 0

15,279 15,279 15,161 14,285

-705 188 751 1

0

14,574 15,467 15,912 14,286

9,099 9,000

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 0 0

①常時勤務職員等の給与等 7,544 8,888

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 7,896 9,356 9,673 9,442

事業費（支出済額） 3,283 3,592 3,593 3,232

償還金利子 0 0 0

352 468 574 443

令和3年度

支
出

25,753 28,415 29,178 26,961

11,179 12,948 13,266 12,674

一般財源 3,232　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

役務費 1,598　千円 消防施設点検、樹木剪定、資料運搬等

3,232 委託料 1,101　千円 警備業務委託

千円 県支出金 合計 1.06人工
その他 （　　　　　　　　　　　） ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 1.06人工
3,232 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

需用費

根拠法令等 法律等 文化財保護法

事業実施内容

藤沢市まちづくり協会ビル内収蔵施設、第1収蔵庫、第2収蔵庫、御所見収蔵庫4施設の修繕、点検等の維持管理業務

千円

533　千円 収蔵庫の修繕、光熱水費等

昭和 62 年度 終了（予定）年度

目 01 細目 008 説明 02会計 01 款 11 項 06

事務事業名 保管施設管理費 担
当
課

部課名 生涯学習部郷土歴史課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 8

対象 １．個人 市民 438,968 人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

市民共有の財産である郷土資料を良好な状態で保管することを目的に、これまでに収集した郷土資料の整理、保管を
行うための収蔵庫4施設の維持・管理を行った。

課等の長 菊地　誠 電話 5313

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

8 - 2

部名 生涯学習部 氏名 板垣　朋彦 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

上記指標名の設定ができない理由 保管施設の整備を業務内容としていることから、指標の設定ができない。

-
単位

-
単位

-
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 0.00 429,317 0.00 433,060 0.00 435,121 29.87 438,968

-
単位

-
単位

-
単位

成
果
実
績

指
標
名

-

目
標

-
単位

実
績

-
単位

0

0

0

3,018

0 0 0 3,018

8,490

②会計年度任用職員の報酬等 0

①常時勤務職員等の給与等

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 0 0 0 8,908

事業費（支出済額） 1,188

償還金利子

418

令和3年度

支
出

0 0 0 13,114

0 0 0 10,096

一般財源 1,188　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

1,188

千円 県支出金 合計 1.00人工
その他 （　　　　　　　　　　　） ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 1.00人工
1,188 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

役務費

根拠法令等 法律等 文化財保護法

事業実施内容

・既存施設の解体に向けたアスベスト調査の実施
・収蔵品の整理及び廃棄物の処理

千円

1,188　千円 アスベスト調査手数料、廃棄物処理手数料

令和 3 年度 終了（予定）年度

目 01 細目 008 説明 03会計 01 款 11 項 06

事務事業名 文化財収蔵庫整備事業費 担
当
課

部課名 生涯学習部郷土歴史課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 9

対象 １．個人 市民 438,968 人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

文化財を確実に後世へと継承し、活用していくために、市内各所に分散し、かつ老朽化している収蔵施設を集約し、適
正に整理、保管できる施設の整備を進めた。

課等の長 菊地　誠 電話 5313

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

9 - 2

部名 生涯学習部 氏名 板垣　朋彦 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　事業拡大

今
後
の

方
針

令和4年度に収蔵品の移送及び既存施設の解体を行う。令和5年度から令和6年度にかけて新収蔵庫の建設を行うととも
に、収蔵品の整理を行い、令和7年度から新収蔵庫の供用を開始する。

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか


